
(57)【要約】

【課題】樹脂の凸部を設けたスパッタ用メタルマスクを

用いて透明導電膜を成膜しても、樹脂の凸部に吸着され

た水分に起因する抵抗値の上昇といった悪影響を受けな

いスパッタ用メタルマスクを提供すること。

【解決手段】ガラス基板上に重ね合わせて透明導電膜を

形成するスパッタ用メタルマスク２０において、その開

口部２１を除いた領域のガラス基板と接触する面に、含

水量を０．０１％～０．２％とする樹脂の凸部２３を設

けたこと。凸部の面積が、単位面積当たり略３０％であ

ること。凸部の平面形状が、ストライプ状であること。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ガ ラ ス 基 板 上 に 重 ね 合 わ せ て 透 明 導 電 膜 を 形 成 す る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク に お い て 、 そ
の 開 口 部 を 除 い た 領 域 の ガ ラ ス 基 板 と 接 触 す る 面 に 、 含 水 量 を ０ ． ０ １ ％ ～ ０ ． ２ ％ と す
る 樹 脂 の 凸 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 凸 部 の 面 積 が 、 単 位 面 積 当 た り 略 ３ ０ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス パ
ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 凸 部 の 平 面 形 状 が 、 ス ト ラ イ プ 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 又 は 請 求 項 ２ 記
載 の ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 な ど に 用 い ら れ る カ ラ ー フ ィ ル タ の 製 造 装 置 の 治 具 に 関 す る も の
で あ り 、 特 に 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 透 明 導 電 膜 を 形 成 す る 際 の ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ４ は 、 液 晶 表 示 装 置 な ど に 用 い ら れ る カ ラ ー フ ィ ル タ の 一 例 を 模 式 的 に 示 し た 平 面 図 で
あ る 。 ま た 、 図 ５ は 、 図 ４ に 示 す カ ラ ー フ ィ ル タ の Ｘ － Ｘ ’ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
図 ４ 、 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 装 置 な ど に 用 い ら れ る カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 ガ ラ ス
基 板 （ ４ ０ ） 上 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ ４ １ ） 、 着 色 画 素 （ ４ ２ ） 、 及 び 透 明 導 電 膜 （
４ ３ ） が 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ ４ １ ） は 、 遮 光 性 を 有 す る マ ト リ ッ ク ス 状 の も の で あ り 、 着 色 画
素 （ ４ ２ ） は 、 例 え ば 、 赤 色 、 緑 色 、 青 色 の フ ィ ル タ 機 能 を 有 す る も の で あ り 、 透 明 導 電
膜 （ ４ ３ ） は 、 透 明 な 電 極 と し て 設 け ら れ た も の で あ る 。
こ の 透 明 導 電 膜 の 形 成 は 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 及 び 着 色 画 素 が 形 成 さ れ た ガ ラ ス 基 板 上
に 、 例 え ば 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ Ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 Ｔ ｉ ｎ 　 Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ ） を 用 い ス パ ッ タ 法 に よ っ て 形
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ４ 、 及 び 図 ５ は カ ラ ー フ ィ ル タ を 模 式 的 に 示 し た も の で あ り 、 着 色 画 素 は １ ２ 個 表 さ れ
て い る が 、 実 際 の カ ラ ー フ ィ ル タ に お い て は 、 例 え ば 、 対 角 １ ４ イ ン チ の 画 面 に 数 百 μ ｍ
程 度 の 着 色 画 素 が 多 数 個 配 列 さ れ て い る 。
ま た 、 図 ４ 、 及 び 図 ５ に 示 す カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 １ 基 の 液 晶 表 示 装 置 に 対 応 し た １ 枚 の カ
ラ ー フ ィ ル タ を 表 わ し て お り 、 液 晶 表 示 装 置 に 用 い ら れ る 際 に は 、 例 え ば 、 カ ラ ー フ ィ ル
タ の 周 辺 部 の ガ ラ ス 基 板 （ ４ ０ ） が 露 出 し た 部 分 に シ ー ル 剤 （ 図 示 せ ず ） を 設 け 、 対 向 基
板 と 貼 り 合 わ せ て 液 晶 表 示 装 置 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ６ は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 大 量 に 製 造 す る 際 に 、 例 え ば 、 対 角 １ ４ イ ン チ の カ ラ ー フ ィ ル
タ を 面 付 け し て 製 造 す る 一 例 を 示 し た 平 面 図 で あ る 。
図 ６ に 示 す よ う に 、 こ の 一 例 で は 、 対 角 １ ４ イ ン チ の カ ラ ー フ ィ ル タ （ ６ １ ） を 大 サ イ ズ
の ガ ラ ス 基 板 （ ６ ０ ） に ４ 面 付 け し た 状 態 で 製 造 す る 。
図 ７ は 、 大 サ イ ズ の ガ ラ ス 基 板 上 に ス パ ッ タ 法 に よ っ て 透 明 導 電 膜 を 形 成 す る 際 の 、 ガ ラ
ス 基 板 と ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク の 状 態 を 示 し た 平 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ８ は 、 図 ７ の Ｘ
－ Ｘ ’ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク は 、 一 般 に は 、 ス テ ン レ ス ・ ス チ ー ル Ｓ Ｕ Ｓ ４ ３ ０ 、 ４ ２ 合 金 （
４ ２ 重 量 ％ ニ ッ ケ ル 、 残 量 鉄 ） な ど の 金 属 で 、 厚 さ ０ ． ２ ｍ ｍ ～ ０ ． ７ ｍ ｍ 程 度 の も の で

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-353021 A 2004.12.16



あ る 。 ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク の 開 口 部 は 、 例 え ば 、 フ ォ ト エ ッ チ ン グ 法 に よ っ て 形 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
透 明 導 電 膜 を 形 成 す る 際 に は 、 図 ７ 、 及 び 図 ８ に 示 す よ う に 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ ８
１ ） 及 び 着 色 画 素 （ ８ ２ ） が 形 成 さ れ た ガ ラ ス 基 板 （ ８ ０ ） 上 に 、 開 口 部 （ ７ １ ） を 有 す
る 金 属 の ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク （ ７ ０ ） を 、 ガ ラ ス 基 板 （ ８ ０ ） の ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク
ス （ ８ １ ） 及 び 着 色 画 素 （ ８ ２ ） と ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク （ ７ ０ ） の 開 口 部 （ ７ １ ） の
位 置 を 合 わ せ て 重 ね 、 重 ね た 状 態 で 矢 印 で 示 す よ う に 、 ス パ ッ タ を 行 い 、 開 口 部 （ ７ １ ）
の 下 方 に あ る ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ ８ １ ） 及 び 着 色 画 素 （ ８ ２ ） 上 に 透 明 導 電 膜 を 形 成
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ９ は 、 図 ８ に お け る Ａ 部 分 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ ８ １
） 及 び 着 色 画 素 （ ８ ２ ） と 開 口 部 （ ７ １ ） の 位 置 合 わ せ は 、 実 際 に は 図 ９ に 示 す よ う に 、
逆 さ 凸 字 状 の 断 面 形 状 を し て い る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク （ ７ ０ ） の 凸 部 （ Ｂ ） を 、 面 付
け さ れ た 対 角 １ ４ イ ン チ の カ ラ ー フ ィ ル タ の ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ ８ １ ） 間 の ガ ラ ス 基
板 （ ８ ０ ） 表 面 上 に 位 置 を 合 わ せ て 重 ね る の で あ る が 、 重 ね る 際 に ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス
ク （ ７ ０ ） の 凸 部 （ Ｂ ） が ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ ８ １ ） や 着 色 画 素 （ ８ ２ ） に 接 触 し 、
ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス （ ８ １ ） や 着 色 画 素 （ ８ ２ ） に 傷 を 付 け し ま い カ ラ ー フ ィ ル タ を 不
良 品 と し て し ま う こ と が あ る 。
或 い は 、 例 え ば 、 使 用 し て い る 間 に メ タ ル マ ス ク に 付 着 し た 透 明 導 電 膜 の 粉 塵 が 着 色 画 素
（ ８ ２ ） 上 に 再 付 着 し て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ３ は 、 こ の よ う な 傷 を 防 止 す る た め に 開 発 さ れ た ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク の 一 例 の 一 部
分 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。
図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク （ １ ０ ） は 、 開 口 部 （ １ １ ） が 設 け た ら
れ た 金 属 の メ タ ル マ ス ク 部 （ １ ２ ） と 、 そ の メ タ ル マ ス ク 部 （ １ ２ ） に 樹 脂 を 用 い て 設 け
ら れ た 凸 部 （ １ ３ ） と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 凸 部 （ １ ３ ） は 、 ガ ラ ス 基 板 上 に ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク が 重 ね 合 わ さ れ た 際 に 、 ガ
ラ ス 基 板 と 接 触 す る 部 分 と な る 。
こ の ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク は 、 ガ ラ ス 基 板 と 接 触 す る 部 分 が 柔 ら か い 樹 脂 で あ る の で 、
ガ ラ ス 基 板 と ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク の 開 口 部 と の 位 置 合 わ の 際 に 、 ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ
ス ク の 凸 部 が ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス や 着 色 画 素 に 接 触 し て も 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス や 着
色 画 素 に 傷 を 付 け し ま う こ と が な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
し か し 、 こ の 樹 脂 の 凸 部 （ １ ３ ） を 設 け た ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク を 用 い て Ｉ Ｔ Ｏ に よ る
透 明 導 電 膜 を 形 成 す る と 、 透 明 導 電 膜 の 特 性 、 特 に 抵 抗 値 や 透 過 率 に 悪 影 響 を 及 ぼ す と い
っ た 問 題 が 発 生 し て い た 。
こ れ は 、 樹 脂 の 凸 部 に 吸 着 さ れ た 水 分 が 減 圧 下 、 す な わ ち 、 ス パ ッ タ リ ン グ 装 置 内 で の 排
気 中 、 及 び 成 膜 中 に 放 出 さ れ 透 明 導 電 膜 の 特 性 、 例 え ば 、 抵 抗 値 を 上 昇 さ せ る も の と 推 量
さ れ て い る 。 こ の 水 分 に よ る 抵 抗 値 の 異 常 な 上 昇 が 発 生 し た 場 合 に は 、 そ の 製 品 は 不 良 品
と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 実 際 の 作 業 に お い て 、 こ の よ う な 抵 抗 値 の 異 常 な 上 昇 が 発 生 し た 場 合 に は 、 そ の 樹
脂 の 凸 部 の 含 水 量 を 低 減 さ せ 、 ま た ス パ ッ タ リ ン グ 装 置 を 正 常 な 状 態 に 復 帰 さ せ る た め に
、 や む お え ず 応 急 処 置 と し て 、 ス パ ッ タ リ ン グ 装 置 に ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク の み を 投 入
し た 空 運 転 を 行 い 、 減 圧 下 で の 脱 水 処 理 を 行 う こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ １ ２ ７ ２ １ 号 公 報
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【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の あ り 、 樹 脂 の 凸 部 を 設 け た ス パ ッ タ 用
メ タ ル マ ス ク を 用 い て 透 明 導 電 膜 を 成 膜 し て も 、 樹 脂 の 凸 部 に 吸 着 さ れ た 水 分 に 起 因 す る
透 明 導 電 膜 の 特 性 、 特 に 抵 抗 値 の 上 昇 と い っ た 悪 影 響 を 受 け る こ と の な い ス パ ッ タ 用 メ タ
ル マ ス ク を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 重 ね 合 わ せ て 透 明 導 電 膜 を 形 成 す る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク に
お い て 、 そ の 開 口 部 を 除 い た 領 域 の ガ ラ ス 基 板 と 接 触 す る 面 に 、 含 水 量 を ０ ． ０ １ ％ ～ ０
． ２ ％ と す る 樹 脂 の 凸 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 発 明 に よ る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク に お い て 、 前 記 凸 部 の 面 積 が 、
単 位 面 積 当 た り 略 ３ ０ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 発 明 に よ る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク に お い て 、 前 記 凸 部 の 平 面 形 状
が 、 ス ト ラ イ プ 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 に よ る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク の 一 実 施 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 こ の 平 面
図 は ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク の 一 隅 の み が 示 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ２ は 、 図 １ の Ｘ － Ｘ ’
線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ 、 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 に よ る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク （ ２ ０ ） は 、 開 口 部
（ ２ １ ） が 設 け た ら れ た 金 属 の メ タ ル マ ス ク 部 （ ２ ２ ） と 、 そ の メ タ ル マ ス ク 部 （ ２ ２ ）
に 設 け ら れ た 樹 脂 の 凸 部 （ ２ ３ ） と で 構 成 さ れ て い る 。 こ の 一 実 施 例 で は ス ト ラ イ プ 状 の
凸 部 が 設 け ら れ て い る 。
こ の 樹 脂 の 凸 部 （ ２ ３ ） は 、 ガ ラ ス 基 板 上 に ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク が 重 ね 合 わ さ れ た 際
に 、 ガ ラ ス 基 板 と 接 触 す る 部 分 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 樹 脂 の 凸 部 （ ２ ３ ） は 、 例 え ば 、 ス ク リ ー ン 印 刷 法 に よ っ て 設 け ら れ て い る 。 使 用 す
る イ ン キ は 、 例 え ば 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル を 用 い た 無 溶 剤 の Ｕ Ｖ 硬 化 型 イ ン キ が 好 ま
し い 。 こ の Ｕ Ｖ 硬 化 型 イ ン キ を 製 造 す る 際 に は 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル に 水 分 を 侵 入 さ
せ な い よ う に 、 原 料 と し て の ポ リ ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル の 含 水 量 、 及 び 製 造 工 程 中 の ポ リ ア
ク リ ル 酸 エ ス テ ル の 含 水 量 を 管 理 し て 製 造 を 行 う 。
含 水 量 は 、 ０ ． ０ １ ％ ～ ０ ． ２ ％ と す る こ と が 好 ま し く 、 含 水 量 の 測 定 に は 、 例 え ば 、 カ
ー ル ・ フ ィ ッ シ ャ ー 水 分 測 定 装 置 を 用 い る 。 ま た 、 樹 脂 の 凸 部 （ ２ ３ ） が 形 成 さ れ た ス パ
ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク は 、 低 湿 度 の 容 器 内 で 保 管 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
樹 脂 の 凸 部 （ ２ ３ ） の 形 成 は 、 具 体 的 に は 、 厚 さ （ Ｄ １ ） 約 ０ ． ２ ｍ ｍ の メ タ ル マ ス ク 部
（ ２ ２ ） に ス ク リ ー ン 印 刷 法 に よ り 厚 さ （ Ｄ ２ ） 約 ０ ． ０ ６ ｍ ｍ の 凸 部 （ ２ ３ ） が 形 成 さ
れ る 。
凸 部 の 厚 さ （ Ｄ ２ ） は 、 ０ ． ０ ２ ｍ ｍ ～ ０ ． ０ ９ ｍ ｍ の 範 囲 の 厚 さ が 好 ま し い 。 凸 部 の 含
水 量 を 低 く す る た め に は 、 厚 さ は 低 い 方 が 好 ま し い が 、 ガ ラ ス 基 板 と ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ
ス ク と の 間 に 有 効 な 間 隔 を 保 つ た め に ０ ． ０ ２ ｍ ｍ 以 上 の 厚 さ を 必 要 と す る 。
ま た 、 一 回 の 印 刷 で 形 成 で き る 凸 部 の 厚 さ は 、 ０ ． ０ ９ ｍ ｍ 程 度 で あ る こ と か ら 、 凸 部 の
厚 さ は ０ ． ０ ２ ｍ ｍ ～ ０ ． ０ ９ ｍ ｍ の 範 囲 の も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 凸 部 の 面 積 は 、 単 位 面 積 当 た り ３ ０ ％ ± １ ０ ％ の 範 囲 の 面 積 が 好 ま し い 。 凸 部 の 含
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水 量 を 低 く す る た め に は 、 面 積 は 小 さ い 方 が 好 ま し い が 、 ２ ０ ％ 以 下 と な る と 、 強 度 が 不
足 す る 。 ま た 、 従 来 の 技 術 に お け る 凸 部 の 単 位 面 積 当 た り 面 積 は 、 略 ４ ５ ％ で あ る こ と か
ら ４ ０ ％ 以 上 で は 凸 部 の 面 積 を 減 少 さ せ る 効 果 が 少 な い も の と な る 。
図 ２ に 示 す ス ト ラ イ プ 状 の 樹 脂 の 凸 部 （ ２ ３ ） は 、 具 体 的 に は 、 巾 （ Ｗ ） ２ ． ０ ｍ ｍ 程 度
、 ピ ッ チ （ Ｐ ） ６ ． ５ ｍ ｍ 程 度 で あ り 、 単 位 面 積 当 た り 面 積 は 、 ２ ． ０ ／ ６ ． ５ ＝ ３ ０ ％
程 度 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 凸 部 の 平 面 形 状 は 、 特 に 制 約 さ れ ず 、 例 え ば 、 円 形 、 矩 形 の も の で も よ い が 、 ス ト
ラ イ プ 状 の 凸 部 は 、 寸 法 精 度 よ く 安 定 し て 形 成 す る こ と が で き る の で 、 ス ト ラ イ プ 状 で あ
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 の よ う に 、 本 発 明 に よ る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク は 、 含 水 量 を 低 く 保 持 し た の で 、 こ
の ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク を 用 い る と 、 樹 脂 の 凸 部 に 吸 着 さ れ た 水 分 の 影 響 を 受 け る こ と
な く 、 抵 抗 値 を ３ ０ Ω ／ □ 以 下 に し た Ｉ Ｔ Ｏ に よ る 透 明 導 電 膜 を 容 易 に 製 造 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 開 口 部 を 除 い た 領 域 の ガ ラ ス 基 板 と 接 触 す る 面 に 、 含 水 量 を ０ ． ０ １ ％ ～ ０ ．
２ ％ と す る 樹 脂 の 凸 部 を 設 け 、 凸 部 の 単 位 面 積 当 た り の 面 積 を 略 ３ ０ ％ と し た ス パ ッ タ 用
メ タ ル マ ス ク で あ る の で 、 ス パ ッ タ 成 膜 に お い て 樹 脂 の 凸 部 に 吸 着 さ れ た 水 分 に 起 因 す る
抵 抗 値 の 上 昇 の な い ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク の 一 実 施 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク の Ｘ － Ｘ ’ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 傷 を 防 止 す る た め に 開 発 さ れ た ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク の 一 例 の 一 部 分 を 拡 大 し
て 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 液 晶 表 示 装 置 な ど に 用 い ら れ る カ ラ ー フ ィ ル タ の 一 例 を 模 式 的 に 示 し た 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す カ ラ ー フ ィ ル タ の Ｘ － Ｘ ’ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 カ ラ ー フ ィ ル タ を 面 付 け し て 製 造 す る 状 態 の 一 例 を 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 透 明 導 電 膜 を 形 成 す る 際 の ガ ラ ス 基 板 と ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク の 状 態 を 示 し た
平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す ガ ラ ス 基 板 と ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク の 状 態 の Ｘ － Ｘ ’ 線 に お け る 断
面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に お け る Ａ 部 分 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク
１ １ 、 ２ １ … 開 口 部
１ ２ 、 ２ ２ … メ タ ル マ ス ク 部
１ ３ 、 ２ ３ … 樹 脂 の 凸 部
２ ０ … 本 発 明 に よ る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク
３ ０ 、 ４ ０ 、 ６ ０ 、 ８ ０ … ガ ラ ス 基 板
３ １ 、 ４ １ 、 ８ １ … ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス
３ ２ 、 ４ ２ 、 ８ ２ … 着 色 画 素
３ ３ 、 ４ ３ … 透 明 導 電 膜
６ １ … 対 角 １ ４ イ ン チ の カ ラ ー フ ィ ル タ
７ ０ … 従 来 法 に お け る ス パ ッ タ 用 メ タ ル マ ス ク
Ｂ … 従 来 法 に お け る 凸 部
Ｄ １ … メ タ ル マ ス ク 部 の 厚 さ
Ｄ ２ … 凸 部 の 厚 さ
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Ｐ … 凸 部 の ピ ッ チ
Ｗ … 凸 部 の 巾

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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